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は
じ
め
に

木
下
利
玄
が
書
き
残
し
た
膨
大
な
原
稿
や
日
記
等
は
、
現
在
、
神
奈
川
近
代
文

学
館
に
特
別
資
料
と
し
て
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
紅
野
敏
郎
氏
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ
て
い
る
が
、
紅
野
氏
が
『
木
下
利
玄
全

集
』
刊
行
の
夢
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
内
容
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
た（

（
（

。
そ
こ
で
今
回
私
は
、
木
下
利
玄
が
、
十
四
日
会
及
び
回

覧
雑
誌
「
暴
矢
」「
望
野
」「
初
袷
」「
白
樺
」
に
発
表
し
た
作
品
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
の
か
を
、
よ
り
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
さ
ら
に

は
、
そ
の
調
査
の
中
で
見
え
て
き
た
木
下
利
玄
と
志
賀
直
哉
と
の
素
材
の
や
り
と

り
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
い
と
思
う
。

第
一
章　

十
四
日
会

木
下
利
玄
が
、
武
者
小
路
実
篤
・
志
賀
直
哉
・
正
親
町
公
和
と
行
っ
て
い
た
文

学
読
み
合
わ
せ
会
・
十
四
日
会
に
、『
お
京
』『
万
霊
塔
』
を
持
ち
寄
り
、「
心
の
花
」

で
発
表
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
れ
以
外
に
木
下
利
玄
が

十
四
日
会
に
持
参
し
た
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

第
一
節
『
仲
な
ほ
り
』

木
下
利
玄
が
十
四
日
会
に
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
『
仲
な
ほ
り
』
と
い

う
作
品
が
あ
る
。

明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
七
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉
宛
絵
葉
書
（『
志
賀

直
哉
宛
書
簡
』
所
収
）
で
は
、《「
仲
な
ほ
り
」
三
十
日
昼
迄
に
か
き
あ
げ
て
午
后

広
次
の
家
に
て
お
目
に
か
ゝ
る
べ
し
。》
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

ま
た
十
二
月
十
九
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉
宛
葉
書
（『
志
賀
直
哉
宛
書
簡

集
』
所
収
）
に
も
、《「
仲
な
ほ
り
」
は
始　

元
良
さ
ん
の
心
理
が
友
禅
の
振
袖
を

き
て
道
成
寺
で
も
踊
る
や
う
な
も
の
が
書
き
た
か
つ
た
の
だ
が
駄
目
で
し
た
。
気

を
と
り
な
ほ
し
明
日
位
修
正
の
心
組
》、《
二
十
一
日
の
十
四
日
で
あ
は
う
》
と
の
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記
述
が
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
三
月
十
四
日
に
、
木
下
家
で
十
四
日
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
志
賀

日
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
は
、《「
仲
な
ほ
り
」

の
第
二
作
の
か
き
か
け
を
つ
ゞ
け
る
、
昼
迄
に
は
少
し
も
は
か
ど
ら
ぬ
、
午
后
二

時
頃
迄
に
は
大
に
進
捗
の
見
込
の
と
こ
ろ
午
後
一
時
頃
に
な
る
と
早
志
賀
が
来
る
、

か
ま
は
な
い
か
ら
書
き
た
ま
へ
と
云
つ
て
か
き
つ
ゞ
け
や
う
と
し
て
る
と
武
者
が

来
る
、
程
な
く
沙
鷗
が
く
る
、
そ
れ
か
ら
書
い
て
兎
に
角
纏
め
た
が
至
て
あ
つ
け

な
い
も
の
で
あ
る
、
読
み
は
読
ん
だ
が
学
校
の
作
文
位
の
も
の
だ
、
少
し
恥
か
し

い
位
の
も
の
だ
、
ま
あ
こ
の
儘
残
し
て
置
け
ば
な
に
か
に
な
る
だ
ら
う
と
第
一
仲

な
ほ
り
と
第
二
仲
な
ほ
り
と
合
せ
て
し
ま
つ
て
置
く
事
に
す
る
、
ど
う
も
一
度
生

れ
そ
こ
な
つ
た
も
の
故
う
ま
く
行
か
ぬ
、
そ
れ
に
ど
う
し
て
も
作
つ
た
も
の
故
血

が
通
つ
て
な
い
、
後
に
何
か
長
い
も
の
ゝ
挿
話
に
で
も
し
や
う
。》
と
の
記
述
が

あ
る
。

こ
の
『
仲
な
ほ
り
』
の
冊
子
が
特
別
資
料
の
中
に
現
存
し
て
い
る
。

一
作
目
の
『
仲
な
ほ
り
』
は
、
二
十
字
×
二
十
行
の
海
雲
堂
製
原
稿
用
紙
十
一

枚
に
墨
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
が
つ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
「
小
青
」
の

署
名
と
《
傑
作　

仲
な
ほ
り　

第
一
印
象
》
と
い
う
表
題
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

「
上
」
は
、
三
月
三
日
の
雛
の
節
句
に
伯
母
様
の
家
に
招
待
さ
れ
た
姪
達
が
飯

事
を
す
る
が
奥
様
の
な
り
手
が
な
く
、
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
「
た
か
ち
や
ん
」
の

弟
の
「
俊
ち
や
ん
」
を
殿
様
役
に
す
る
。
出
番
の
な
い
「
俊
ち
や
ん
」
が
怒
っ
て

飯
事
の
膳
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

「
下
」
は
、
そ
の
晩
、
雪
の
中
を
蛇
の
目
傘
を
相
合
い
傘
に
し
て
家
に
帰
る
際
、

「
た
か
ち
や
ん
」
が
、「
俊
ち
や
ん
」
に
寒
く
な
い
か
と
気
遣
っ
て
声
を
か
け
た
こ

と
か
ら
、
二
人
の
心
に
暖
か
み
が
通
い
出
し
、
仲
な
お
り
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、

姉
と
弟
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
心
情
を
書
い
た
短
篇
小
説
で
あ
る
。

二
作
目
の
『
仲
な
ほ
り
』
は
、
二
十
四
字
×
二
十
四
行
の
海
雲
堂
製
原
稿
用
紙

五
枚
に
墨
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
が
つ
け
ら
れ
、「
小
青
」の
署
名
と「
戊

申
三
月
十
四
日
」
の
日
付
、『
傑作

仲
な
ほ
り　

第
二
印
象
』
と
い
う
表
題
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
、
一
作
目
の
『
仲
な
ほ
り
』
の
内
容
に
、
大
人
に
な
っ
た
《
自
分
》

が
心
理
学
を
学
ん
で
子
供
の
頃
の
経
験
を
思
い
出
す
と
い
う
枠
組
を
は
め
た
も
の

で
あ
る
。

二
十
二
に
な
っ
た
《
自
分
》
が
、
心
理
の
試
験
勉
強
を
し
て
い
る
と
、
ノ
ー
ト

に
人
格
の
分
裂
の
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
あ
る
国
で
は
離
婚
裁
判

を
起
こ
し
た
夫
婦
を
一
間
に
閉
じ
込
め
、
一
揃
の
日
常
の
道
具
の
み
与
え
る
と
、

離
婚
訴
訟
は
い
つ
と
は
な
し
に
取
り
消
し
と
な
る
、
日
本
で
も
金
銭
上
の
訴
訟
を

し
て
い
た
兄
弟
に
一
つ
し
か
火
鉢
を
出
さ
な
か
っ
た
ら
、
穏
や
か
に
収
ま
っ
た
と

い
う
例
が
あ
っ
た
。
そ
の
例
を
読
ん
で
、
子
供
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。《
自

分
》
が
十
一
二
、
姉
が
十
四
五
の
時
、
叔
母
の
家
に
雛
の
節
句
に
呼
ば
れ
て
飯
事

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。《
自
分
》
は
殿
様
に
さ
せ
ら
れ
、
何
の
仕
事
も
な
い
の

で
不
平
を
言
い
、
筵
を
踏
み
に
じ
っ
て
姉
と
仲
違
い
し
た
。
夕
方
、
雪
の
中
、
俥

に
二
人
で
乗
っ
て
帰
る
こ
と
に
な
り
、
姉
が
寒
か
な
い
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
て

心
が
暖
ま
り
、
車
夫
が
悪
者
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
て
姉
と
心
が
一
つ
に

な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

第
二
節
『
孤
児
』

も
う
一
つ
、
木
下
利
玄
が
十
四
日
会
の
た
め
に
書
い
た
も
の
に
、『
孤
児
』
と

い
う
作
品
が
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
四
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉
宛
葉
書
（『
志
賀
直

哉
宛
書
簡
』
所
収
）
に
は
、《
三
十
日
に
十
四
日
会
に
も
つ
て
行
く
も
の
を
か
く

の
で
す
、
京
都
の
暮
春
と
東
京
の
初
夏
を
か
く
の
で
す
、》
と
あ
り
、
五
月
三
十

日
の
武
者
小
路
実
篤
日
記
（『
彼
の
青
年
時
代
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、

武
者
小
路
家
で
十
四
日
会
が
あ
り
、《
木
下
は「
孤
児
」の
一
と
二
を
書
い
て
来
た
。》

と
い
う
。

六
月
四
日
に
も
十
四
日
会
が
あ
り
、
武
者
小
路
実
篤
日
記
（『
彼
の
青
年
時
代
』

所
収
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
武
者
小
路
実
篤
は
『
孤
児
』
を
読
み
つ
つ
評
を
書
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い
た
と
あ
り
、
同
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
よ
れ
ば
《「
孤
児
」
は
無
車
が
評
を
く

れ
た
、
本
文
は
志
賀
に
廻
す
、》
と
あ
る
。
六
月
十
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉

宛
葉
書
（『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
所
収
）
に
も
《
孤
児
の
批
評
う
け
た
ま
は
り
に

参
上
し
や
う
か
、》
と
の
記
述
が
あ
る
。

こ
の
『
孤
児
』
の
原
稿
も
現
存
し
て
い
る
。

二
十
四
字
×
二
十
四
行
の
海
雲
堂
製
原
稿
用
紙
三
十
九
枚
に
墨
で
書
か
れ
て
お

り
、
表
紙
に
は
、《
明
治
四
十
一
年
六
月
二
日
》
の
日
付
と
「
小
青
」
と
い
う
署
名
、

『
孤み
な
し
ご児
』
と
い
う
表
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

作
品
は
、「
一
」
～
「
三
」
の
構
成
。「
一
」
で
は
、
広
田
夏
雄
の
弟
・
常
彦
（
十

一
歳
）
を
鈴
川
に
養
子
に
や
る
と
い
う
話
が
起
こ
る
。
鈴
川
の
娘
は
八
歳
で
あ
る
。

夏
雄
は
五
つ
の
時
、
伯
父
の
跡
を
つ
い
で
当
主
と
な
り
、
実
父
母
か
ら
引
き
離
さ

れ
て
上
京
し
、
孤
児
と
な
っ
て
家
扶
の
山
下
に
育
て
ら
れ
た
。
夏
雄
は
悩
む
が
、

常
彦
を
養
子
に
や
る
こ
と
に
す
る
。

「
二
」
で
は
、
高
台
寺
境
内
の
円
徳
院
で
祖
先
の
百
五
十
回
忌
の
法
事
が
あ
る

四
月
二
十
一
日
、
夏
雄
は
鈴
川
未
亡
人
・
春
子
と
娘
の
冬
子
に
会
う
。

「
三
」
で
は
、
夏
雄
は
、
京
に
行
く
常
彦
と
鈴
川
未
亡
人
を
新
橋
の
停
車
場
に

見
送
る
。
養
子
の
話
を
山
下
が
常
彦
に
伝
え
た
時
、
彼
は
泣
き
も
し
な
か
っ
た
。

夏
雄
は
常
彦
を
孤
児
だ
か
ら
苦
労
を
す
る
と
哀
れ
に
思
う
。
常
彦
か
ら
は
京
都
に

無
事
着
い
た
と
の
電
報
が
あ
り
、
新
し
い
母
子
の
仲
よ
き
様
子
を
考
え
て
夏
雄
は

微
笑
む
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
場
合
を
想
像
し
、
自
分
は
孤
児
だ
と
泣
き
出

す
。以

上
の
よ
う
な
内
容
で
、
木
下
利
玄
の
弟
・
利
昌
の
養
子
縁
組
を
モ
デ
ル
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章　

回
覧
雑
誌

木
下
利
玄
が
、
武
者
小
路
実
篤
・
志
賀
直
哉
・
正
親
町
公
和
と
、
明
治
四
十
一

年
七
月
二
十
五
日
か
ら
週
一
回
発
行
の
回
覧
雑
誌
「
暴
矢
」
を
始
め
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
回
覧
雑
誌
の
名
前
は
、
八
月
二
十
九
日
の
木
下
利
玄
日

記（
（
（

に
よ
れ
ば
、
同
日
に
「
望
野
」
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
五
月

二
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
よ
れ
ば
、
五
月
一
日
に
、
志
賀
・
正
親
町
・
武
者
小
路

が
話
し
、「
望
野
」
は
、
志
賀
・
正
親
町
の
「
舞
羅
」
と
武
者
小
路
・
木
下
の
「
初

袷
」
に
分
裂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
九
月
に
は
ふ
た
た
び
四
人
で
回
覧

雑
誌
「
白
樺
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
、
九
月
二
十
日
の
木
下
利
玄

日
記（

（
（

に
は
「
白
樺
」
第
一
号
を
読
ん
だ
記
録
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
回
覧
雑
誌
に
掲
載
し
た
作
品
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
ほ
ぐ
さ
れ
て
執
筆
者

の
も
と
に
戻
さ
れ
た
。
志
賀
直
哉
の
も
と
に
戻
さ
れ
た
原
稿
は
全
集
に
収
め
ら
れ

て
い
る
が
、
木
下
利
玄
の
場
合
は
、
紅
野
敏
郎
氏
の
論
文
な
ど
で
そ
の
存
在
を
知

る
こ
と
は
出
来
る
も
の
の
、
一
般
に
読
む
こ
と
は
出
来
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

木
下
利
玄
は
、
こ
れ
ら
の
回
覧
雑
誌
に
出
し
た
原
稿
を
、
ほ
ぼ
そ
の
発
表
順
に

ま
と
め
て
冊
子
と
し
て
い
る
。
第
一
集
「
宿
」、
第
二
集
「
ふ
と
こ
ろ
」、
第
三
集

「
女
の
人
」
で
あ
る
。
す
べ
て
を
翻
刻
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、

冊
子
の
掲
載
順
に
作
品
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
く
。

第
一
節　

第
一
集
「
宿
」
に
綴
じ
ら
れ
た
作
品
群

第
一
集
「
宿
」
は
表
紙
に
「
宿
」
と
表
題
が
書
か
れ
、「
利
玄
」
と
い
う
署
名

が
書
か
れ
て
い
る
。
二
十
四
字
×
二
十
行
の
東
京
相
馬
屋
製
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
書
。

最
初
に
目
次
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
作
品
ご
と
に
表
題
を
【　

】
で
囲
み
、

概
要
を
記
し
て
い
く
。

【
藪
入
】

署
名
は「
小
青
」。
原
稿
用
紙
二
枚
で
、
31
～
33
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。

最
初
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
「
暴
矢
」
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
と
推
定

で
き
る
。

《
僕
》が
十
四
歳
の
年
の
盆
の
十
五
日
、
一
人
で
高
輪
に
墓
参
に
行
っ
た
時
の
話
。

行
き
つ
け
の
花
屋
の
子
の
昇
吉
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
。
彼
は
子
供
の
時
か
ら
の
知

り
合
い
で
、
木
挽
町
の
鰹
節
問
屋
に
奉
公
に
行
っ
て
い
た
が
、
四
五
年
ぶ
り
に
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戻
っ
て
い
た
。
昇
吉
か
ら
小
僧
の
生
活
の
つ
ら
さ
を
聞
く
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る
。

【
藪
入
（
つ
ゞ
き
）】

署
名
は「
木
下
」。
原
稿
用
紙
四
枚
で
、
29
～
36
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
一
年
八
月
二
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
《
昼
の
中
は
藪
入
の
つ
ゞ
き
を
か

く
、
暴
矢
第
二
号
の
原
稿
な
の
で
あ
る
。》
と
あ
る
の
が
、
こ
の
作
品
で
あ
る
。

『
藪
入
』
の
続
き
で
、
昇
吉
と
話
を
し
て
墓
参
か
ら
俥
に
乗
っ
て
の
帰
途
、
歩

い
て
い
る
小
僧
さ
ん
が
、
馬
車
に
乗
っ
て
い
る
同
級
の
華
族
の
奥
町
さ
ん
の
馬
丁

に
突
き
の
け
ら
れ
る
の
を
見
て
、
華
族
が
嫌
い
に
な
り
小
僧
さ
ん
に
同
情
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

【
あ
さ
ぼ
ら
け
】

表
題
の
脇
に
《（
散
文
に
て
御
免
）》
と
記
さ
れ
、
署
名
は
「
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ
ー

作
」「
小
青
訳
」
と
な
っ
て
い
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
で
、
43
～
46
と
ナ
ン
バ
ー
が

振
ら
れ
て
い
る
。

八
月
八
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
は
「
暴
矢
」
第
三
号
の
原
稿
「
第
七
義
よ
り
見

た
る
川
開
き
」
と
短
詩
の
翻
訳
の
執
筆
記
録
が
あ
る
が
、
短
詩
の
翻
訳
と
い
う
の

が
、
こ
の
原
稿
で
あ
ろ
う
。

【
第
七
義
よ
り
見
た
る
川
開
き
。】

署
名
は
「
紀
乃
。」。
原
稿
用
紙
二
枚
で
、
77
～
80
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い

る
。
明
治
四
十
一
年
八
月
十
一
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉
宛
絵
葉
書
（『
志
賀

直
哉
宛
書
簡
集
』
所
収
）
に
も
《
第
七
義
よ
り
見
た
る
川
開
き
な
ん
ど
ゝ
云
ふ
第

七
十
義
位
の
も
の
を
出
し
た
》
と
の
記
述
が
あ
る
。「
暴
矢
」
第
三
号
に
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
春
の
関
西
旅
行
の
時
に
志
賀
が
買
っ
た
歌
麿
の
絵
は
両
国
の
川

開
き
の
絵
だ
っ
た
と
い
う
所
か
ら
書
き
始
め
、
実
際
の
川
開
き
を
見
る
こ
と
に
す

る
と
続
け
た
も
の
。

【
第
七
義
よ
り
見
た
る
川
開
き
（
承
前
）】

署
名
は「
小
青
」。
原
稿
用
紙
六
枚
で
、
13
～
24
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
《
こ
ん
な
文
章
を
望
野
に
出
す
の
は
甚
恐
縮
す
る
次シ

第デ
エ

ぢ
や
。》
と
あ
る

の
で
、
回
覧
雑
誌
が
「
望
野
」
と
改
名
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
。
川
開
き
の
あ

る
八
月
一
日
の
朝
か
ら
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
続
編
で
あ
る
た
め
、
発
表
の

順
番
を
入
れ
替
え
て
綴
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
大
原
よ
り　

ゆ
き
が
け
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。「
暴
矢
」
第
四
号
で
発
表
か
。
八
月
九
日

か
ら
の
房
州
へ
の
一
人
旅
で
、
大
原
に
着
く
迄
の
汽
車
の
中
の
様
子
を
描
い
た
も

の
。

【
海
岸
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
二
枚
。『
ゆ
き
が
け
』
に
続
け
て
「
暴
矢
」
第
四
号

に
出
し
た
も
の
か
。
九
十
九
里
浜
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。

【
盆
踊
】

署
名
は「
小
青
」。
原
稿
用
紙
四
枚
で
、
85
～
92
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。

八
月
十
四
日
の
晩
、
海
岸
で
盆
踊
を
見
た
こ
と
を
描
い
て
お
り
、
八
月
十
八
日
の

木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
「
大
原
通
信
（
暴
矢
原
稿
）」
と
の
記
述
が
あ
る
の
で
、「
暴
矢
」

第
五
号
で
発
表
さ
れ
た
も
の
か
。

【
大
原
よ
り　

三
郎
】

署
名
は「
小
青
」。
原
稿
用
紙
五
枚
で
、
91
～
100
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。

文
中
に
、《（
こ
の
刀
の
何
故
来
た
か
は
こ
ゝ
で
芝
居
を
や
る
か
ら
で
あ
る
の
だ
が

之
は
第
八
十
三
義
に
渉
る
の
で
暴
矢
に
は
見
合
せ
る
事
に
す
る
、）》
と
の
記
述
が
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あ
る
の
で
、
執
筆
時
点
で
は「
暴
矢
」と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
い
た「
暴
矢
」（「
望

野
」）
第
六
号
の
も
の
と
推
定
す
る
。
保
養
の
た
め
大
原
に
来
て
い
る
江
戸
っ
子

の
笠
尾
三
郎
と
い
う
十
四
歳
の
子
供
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。

【
恋
人
】

署
名
は
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
作
」「
と
し
は
る
訳
」。
原
稿
用
紙
五
枚
で
、
79
～
88

の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
翻
訳
。

【
一
つ
莢
の
五
つ
豆
（
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
）】

署
名
は
「
と
し
は
る
。」。
原
稿
用
紙
六
枚
で
、
207
～
218
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ

て
い
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
翻
訳
。
明
治
四
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
の

武
者
小
路
実
篤
の
志
賀
直
哉
宛
葉
書
（『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
所
収
）
に
、
第

七
号
が
厚
く
二
百
三
十
六
頁
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ

は
「
望
野
」
第
七
号
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

【「
一
枚
未
満
」】

署
名
は
「
木
下
利
玄
」。
原
稿
用
紙
一
枚
で
、
89
～
90
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ

て
い
る
。
短
歌
七
首
・
俳
句
一
句
。

【
燈
篭
な
が
し
】

署
名
は「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
で
、
21
～
25
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。

本
文
末
尾
に
《
こ
れ
は
昨
年
の
秋
の
九
月
に
か
い
て
置
い
た
も
の
、
小
説
の
一
部

分
に
利
用
し
や
う
と
思
つ
て
居
た
の
だ
が
今
度
志
賀
生
の
せ
め
ふ
さ
ぎ
流
に
か
い

た
の
で
す
。》
と
の
記
述
が
あ
り
、
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
八
日
の
木
下
利
玄

の
志
賀
直
哉
宛
書
簡
（『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
所
収
）
に
も
、《
昨
秋
か
い
た
燈
籠

な
が
し
で
此
度
の
責
を
ふ
さ
ぐ
。》
と
あ
る
。「
望
野
」
第
十
号
の
も
の
か
。
九
月

三
日
夜
の
淀
橋
に
お
け
る
燈
篭
な
が
し
の
風
景
を
描
い
た
も
の
。

【
な
が
き
一
日
】

署
名
は
「
木
野
、」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
十
月
三
日
の
こ
と
を
、
当
日
の
夜
に
漫

然
と
書
い
た
も
の
。「
望
野
」
第
十
一
号
に
出
し
た
も
の
か
。

【H
erbststim

m
ung:

（
小
青
訳
）】

署
名
は
「T

.k.

」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
木
下
利
玄
の
横
尾
照
子
と
の
縁
談
に
対

す
る
思
い
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品
。
机
の
抽
出
し
に
手
紙
の
書
き
か
け
が
丸
め
て

あ
る
。
岡
次
郎
宛
、
鳥
尾
さ
ん
宛
、
故
郷
の
家
扶
宛
な
ど
だ
。
横
田
家
の
家
柄
、

鳥
尾
さ
ん
の
親
切
、
養
女
の
話
な
ど
が
書
い
て
あ
る
手
紙
の
書
き
か
け
を
燃
や
し
、

今
度
の
縁
談
も
こ
ん
な
に
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
淋
し
さ
を
覚
え
る
、
と
い
う

も
の
。

明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
八
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉
宛
書
簡
（『
志
賀
直

哉
宛
書
簡
』
所
収
）
に
、《
今
朝
今
度
の
話
に
つ
い
て
家
扶
に
出
さ
う
と
し
て
出

さ
な
か
つ
た
手
紙
や
国
へ
出
す
手
紙
の
か
き
そ
こ
な
ひ
な
ど
を
や
い
た
、
そ
れ
で

今
度
の
談
も
か
く
す
ぎ
た
の
か
と
思
つ
て
う
ら
淋
し
い
思
が
し
た
、
そ
れ
を
か
い

て
見
た
が
な
ん
だ
か
続
風
流
懺
法
の
や
う
に
も
あ
つ
て
や
め
に
し
た
、》
と
あ
る

の
が
、
こ
の
原
稿
で
あ
ろ
う
。

【
鳰ニ
ホ

鳥ド
リ

】
署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
小
説
の
初
め
の
部
分
で
あ
る
。
利
根
川

の
堤
を
散
歩
し
な
が
ら
滑
川
さ
ん
に
聞
い
た
、
鳰
鳥
が
切
な
い
声
で
鳴
い
て
い
る

沼
で
起
こ
っ
た
物
語
。
青
柳
家
に
は
、
お
は
ま
と
い
う
一
人
娘
が
居
た
。
お
は
ま

が
十
六
歳
の
時
、
合
歓
の
木
の
蔭
に
梨
の
入
っ
た
籠
を
背
負
っ
た
男
が
居
り
、
お

は
ま
は
彼
に
梨
を
ね
だ
る
、
と
い
う
所
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

【
鳰
鳥
（
つ
ゞ
き
）】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
お
は
ま
は
梨
を
呉
れ
た
若
者
・
逸
三
郎

に
恋
を
す
る
が
、
二
人
の
村
が
水
利
争
い
で
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
所
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ま
で
を
描
い
て
い
る
。

【
沙
鷗
兄
に
。】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
六
枚
。
正
親
町
公
和
へ
の
便
り
。
ロ
ー
レ
ン
ス

の
講
義
が
分
か
ら
な
い
の
で
英
文
科
を
や
め
て
国
文
科
に
変
わ
ろ
う
か
と
思
う
が

志
賀
に
美
学
科
を
勧
め
ら
れ
、
志
賀
も
美
学
に
傾
い
て
い
る
の
で
、
ど
う
す
る
か

悩
ん
で
い
る
と
い
う
内
容
。

【
望
野
の
諸
氏
殊
に
沙
鷗
に
与
へ
て
藤
岡
博
士
の
美
術
展
覧
会
の
批
評
を
報
じ
併

せ
て
絵
画
の
気
品
を
論
ず
。】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
十
月
三
十
日
の
大
学
に
お
け
る
藤
岡
博

士
の
展
覧
会
の
日
本
画
評
の
紹
介
を
し
、
日
本
画
が
間
違
っ
た
気
品
に
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
と
述
べ
た
も
の
。「
望
野
」
第
十
五
号
に
出
し
た
も
の
か
。

【
二
月
堂
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
四
枚
。
明
治
四
十
一
年
十
一
月
六
日
の
木
下
利
玄
日

記（
（
（

に
《
望
野
原
稿
「
二
月
堂
」
を
か
く
。》
と
あ
り
、「
望
野
」
第
十
六
号
に
出
し

た
も
の
と
推
定
。
関
西
旅
行
で
見
た
二
月
堂
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。

【
高
野
山
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
七
枚
。
歌
舞
伎
座
の
秋
興
行
で
沢
村
宗
十
郎
の

「
高
野
山
」を
見
、
こ
の
春
、
高
野
山
に
登
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
、
ム
ー

ド
が
似
て
い
る
の
で
二
つ
を
並
べ
て
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
と
書
き
起
こ
し
、

「
紀
州
の
高
野
山
」
と
し
て
、
高
野
山
に
登
っ
た
時
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

【
橡と
ち

木の
き

】
署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
小
学
校
の
時
、
高
木
敏
一
郎
と
い
う
友

達
か
ら
、
橡
の
実
を
貰
い
、
庭
に
蒔
い
た
。
橡
の
木
が
大
き
く
な
っ
た
頃
、
高
木

は
軍
人
と
な
っ
た
。
日
露
戦
争
が
あ
り
、
重
傷
高
木
敏
二
郎
と
い
う
記
事
が
出
、

あ
の
高
木
だ
ろ
う
か
と
想
像
す
る
、
と
い
う
小
品
。

【
東
京
の
会
話
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
新
嘗
祭
の
日
に
、
東
京
で
聞
い
た
人
々

の
会
話
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
。
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
後
の
「
望
野
」
第

十
九
号
に
掲
載
か
。

【
晩
秋
の
意
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
集
ま
っ
て
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
無
車
・
半

月
ら
の
様
子
を
書
い
た
も
の
。

【
鏡
花
会
の
記
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
不
忍
弁
天
堂
の
玄
関
で
鏡
花
会
の
出
席

者
を
待
っ
て
い
る
と
喜
多
村
録
郎
、
英
朋
、
鈴
木
鼓
村
、
柴
田
つ
る
子
、
長
谷
川

し
ぐ
れ
ら
が
来
た
こ
と
を
描
い
た
も
の
。

【
鏡
花
会
の
記
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
鏡
花
と
の
会
話
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。

【
按
摩
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
時
雨
が
降
る
中
、
笛
を
吹
い
て
客
を
求

め
て
歩
く
按
摩
の
わ
び
し
さ
を
描
い
た
も
の
。

【
合作

月
見
草
の
序
、】

署
名
は
「
武
者
」「
木
下
」。
原
稿
用
紙
一
枚
。『
月
見
草
』
を
木
下
利
玄
と
武

者
小
路
実
篤
の
合
作
と
し
て
発
表
す
る
事
情
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
。

明
治
四
十
一
年
十
二
月
十
八
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
は
《
そ
れ
か
ら
無
車
と
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月
見
草
の
合
作
を
や
つ
た
。
い
つ
か
自
分
の
も
つ
て
居
た
筋
を
か
へ
て
か
い
た
。

無
車
の
筆
で
大
に
活
き
た
。
序
も
か
い
た
。》
と
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
六
月
十

七
日
の
木
下
利
玄
の
志
賀
直
哉
宛
葉
書（『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』所
収
）に
は《
月

見
草
は
二
十
日
に
は
と
て
も
出
来
な
い
》
と
記
さ
れ
て
い
た
。
十
四
日
会
に
出
そ

う
と
し
て
書
け
な
か
っ
た
も
の
を
、
武
者
小
路
実
篤
と
の
合
作
と
い
う
形
で
書
き

上
げ
、
序
も
つ
け
て
発
表
し
た
の
だ
ろ
う
。「
望
野
」
第
二
十
二
号
に
掲
載
か
。

【
月
見
草
】

署
名
は
「
小
青
」「
無
車
」。
原
稿
用
紙
五
枚
。
最
後
に
、《08.12.18.

》
と
日

付
が
入
っ
て
い
る
。
七
日
月
の
照
ら
す
夜
、
川
岸
に
は
月
見
草
の
花
が
咲
い
て
い

る
。
男
は
、
向
こ
う
岸
に
女
を
見
い
だ
す
。
そ
の
女
の
眼
に
は
、
彼
が
餓
え
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
男
は
川
の
中
へ
と
進
み
、
流
さ
れ
て
い
く
。
女
は
あ
ざ
笑
い
、

岸
に
は
月
見
草
の
姿
だ
け
が
残
る
、
と
い
う
小
品
。

【
若
草
】

署
名
は「
木
下
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
丘
の
上
か
ら
春
の
歌
を
歌
っ
て
い
る
女
や
、

ほ
の
白
い
布
を
振
り
な
が
ら
来
る
二
人
の
女
を
描
い
た
も
の
。

【
椿
】署

名
は
「
木
下
」。
表
題
は
『
散
文
詩
』
と
書
い
て
消
し
て
、
左
に
『
椿
』
と

し
て
い
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
。
納
屋
の
裏
の
藪
陰
に
細
い
流
れ
が
あ
り
、
そ
の
水

に
は
幾
年
も
の
樫
や
椿
の
落
葉
・
落
花
が
し
ず
ん
で
い
る
。
暮
春
の
夕
方
、
帰
っ

て
き
た
《
私
》
が
橋
を
渡
る
と
、
深
紅
の
椿
が
水
へ
と
落
ち
た
、
と
い
う
も
の
。

【
写
真
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
原
稿
用
紙
の
冒
頭
三
行
は
『
椿
』
の
続

き
を
書
き
、
抹
消
し
て
使
用
し
て
い
る
。
小
学
校
尋
常
四
年
を
卒
業
し
た
時
、
東

が
一
番
、《
自
分
》
が
二
番
だ
っ
た
。
二
人
は
写
真
の
交
換
を
約
束
し
、
東
か
ら

写
真
は
届
い
た
が
《
自
分
》
か
ら
は
送
ら
ぬ
前
に
、
東
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
小
品
。

【
偶
感
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。《
自
分
》
が
《
甚
し
く
意
志
の
弱
い
の
を

慊
ら
ず
思
》
い
、《
意
志
の
強
い
人
》
を
羨
ま
し
く
思
う
。
志
賀
の
『
弱
意
の
利
』

は
内
容
は
い
い
が
、
題
は
面
白
く
な
い
、
と
い
う
思
い
を
述
べ
た
も
の
。
志
賀
の

未
定
稿
57
『
弱
意
の
利
』
が
書
か
れ
た
の
は
明
治
四
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
の

こ
と
な
の
で
、
そ
れ
以
降
の
執
筆
で
あ
る
。「
望
野
」
第
二
十
三
号
に
出
し
た
か
。

【
湯
河
原
か
ら　

一
、
函
嶺
ま
で
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
諸
岡
・
北
島
・
松
平
と
箱
根
に
行
く
様

子
を
描
い
た
も
の
。

【
湯
河
原
か
ら　

二
、
地
震
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
六
枚
。
底
倉
の
蔦
屋
で
ひ
ど
い
地
震
に
遭
遇
し

た
際
の
ス
ケ
ッ
チ
。
少
し
加
筆
し
て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
二
巻
第
一
号
（
Ｍ
44
・

１
）
に
『
山
』
の
総
題
の
下
、「
地
震
」
と
し
て
発
表
し
た
。

【
三
、
軽
便
鉄
道
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
七
枚
。
小
田
原
で
三
人
に
別
れ
、
軽
便
鉄
道
に
乗
り
、

湯
河
原
ま
で
行
く
様
子
の
ス
ケ
ッ
チ
。
軽
便
鉄
道
の
こ
と
は
、
志
賀
の
『
湯
ヶ
原

よ
り
』
に
書
か
れ
て
い
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

【
四
、
除
夜
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
三
枚
。
柳
・
志
賀
・
田
村
と
共
に
過
ご
し
た
大
晦
日

の
湯
河
原
の
宿
屋
の
ス
ケ
ッ
チ
。
最
後
に
《
P.302
（
但
し
白
紙
ぬ
き
）》
と
書
き
込

み
が
あ
る
。「
麦
」
第
六
号
の
批
評
欄
に
、「
望
野
」
第
二
十
五
号
に
木
下
利
玄
の
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『
除
夜
』
が
載
る
と
の
記
述
が
あ
る
。

【
宿し

ゆ
く】署

名
は
「
木
下
」。
題
の
わ
き
に
紫
鉛
筆
で
、《（
山
の
宿し
ゆ
く）》
と
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
原
稿
用
紙
十
七
枚
で
、
紫
鉛
筆
で
、
91
～
124
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い

る
。
明
治
四
十
二
年
一
月
九
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
《
小
説
「
宿し
ゆ
く」
を
か
き
つ
ゞ

け
た
が
中
々
思
ふ
や
う
に
は
筆
が
す
ゝ
ま
な
い
、
午
后
に
な
つ
て
無
理
に
ま
と
め

た
。（
中
略
）二
十
五
号
と
ぢ
る
、
三
百
頁
許
で
大
変
あ
つ
い
。》と
あ
る
の
で
、「
望

野
」
第
二
十
五
号
掲
載
作
品
と
分
か
る
。

伊
太
利
に
行
く
画
家
の
Ａ
君
の
送
別
の
た
め
、《
自
分
》
は
Ｓ
君
と
鹿
野
山
に

行
っ
た
。
丸
屋
で
は
二
番
目
の
娘
・
お
こ
う
の
供
養
の
念
仏
の
声
が
聞
こ
え
る
。

友
人
Ｋ
君
の
従
妹
の
お
静
さ
ん
に
似
た
末
娘
・
お
こ
と
は
姉
の
代
わ
り
に
東
京
の

実
践
女
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
翌
日
、
一
番
上
の
娘
・
お
あ
き
が

給
仕
を
し
て
く
れ
る
。
一
年
後
の
春
休
、《
自
分
》
が
Ｓ
君
の
後
を
追
っ
て
鹿
野

山
に
行
く
と
、
婆
さ
ん
も
お
あ
き
も
亡
く
な
っ
て
お
り
、
老
杉
も
借
金
の
抵
当
に

な
っ
て
切
り
倒
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

大
幅
に
書
き
直
し
、
公
刊
「
白
樺
」
第
三
巻
第
三
号
（
Ｍ
45
・
3
）
に
『
山
の

宿
』
と
し
て
発
表
し
た
。

【
二
階
】

署
名
は
「
木
下
」。
表
題
は
、『
桃
』
と
書
い
て
消
し
て
、
そ
の
下
に
『
二
階
』

と
書
い
て
い
る
。
原
稿
用
紙
四
枚
。
画
家
で
あ
る
《
自
分
》
は
遠
縁
の
二
階
を
借

り
て
絵
の
修
業
に
励
ん
で
い
る
。
そ
こ
の
奥
さ
ん
に
誘
惑
さ
れ
る
が
避
け
る
。
夕

飯
の
時
、
夫
の
前
で
、
奥
さ
ん
は
平
然
と
し
て
い
る
と
い
う
小
品
。
や
や
手
を
加

え
て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
九
号
（
Ｍ
43
・
12
）
に
発
表
し
た
。

第
二
節　

第
二
集
「
ふ
と
こ
ろ
」
に
綴
じ
ら
れ
た
作
品
群

第
二
集
「
ふ
と
こ
ろ
」
は
、
表
紙
に
「
ふ
と
こ
ろ
」
と
表
題
が
書
か
れ
、
署
名

は
な
い
。
二
十
四
字
×
二
十
行
の
東
京
相
馬
屋
製
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
書
。
表
紙
裏

に
目
次
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

【
ふ
と
こ
ろ
】

署
名
は
「
木
下
」。
表
題
は
、『
子
守
唄
』
と
書
い
て
消
し
て
、
そ
の
右
に
『
ふ

と
こ
ろ
』
と
記
し
て
い
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
。「
望
野
」
第
二
十
六
号
に
発
表
さ

れ
た
か
。
温
泉
か
ら
上
が
っ
て
床
の
中
に
居
た
《
自
分
》
は
、
隣
室
か
ら
泣
く
子

を
な
だ
め
る
母
の
声
と
子
守
唄
が
す
る
の
を
聞
き
、
幼
児
に
戻
っ
て
母
の
懐
に
抱

か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
安
ら
か
な
夢
路
に
入
っ
た
と
い
う
小
品
で
、
加
筆
し

て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
二
号
（
Ｍ
43
・
５
）
に
発
表
し
た
。

【
紅
薔
薇
の
簪
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
最
後
に
、《（
四
二
、
一
、
二
十
三
、）》

と
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
三
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
《
朝
無
車
の
家
へ

行
つ
た
、
志
賀
が
後ア
ト

か
ら
来
た
、
自
分
は
こ
ゝ
で
「
紅
薔
薇
の
簪
」
と
云
ふ
短
篇

を
か
い
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
七
号
を
と
ぢ
た
。》
と
あ
る
の
で
、「
望
野
」
第
二
十

七
号
に
出
し
た
も
の
だ
と
分
か
る
。

高
橋
の
母
、
娘
・
ゆ
う
子
、《
自
分
》
＝
平
井
、
平
井
の
所
に
逗
留
中
の
吉
田
が
、

駅
ま
で
歩
き
な
が
ら
話
を
す
る
。
高
橋
母
子
は
、
吉
田
の
逗
留
中
に
是
非
平
井
家

で
音
楽
会
を
開
き
た
い
と
言
う
が
、
吉
田
を
出
し
に
ゆ
う
子
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

皆
に
聞
か
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
小
品
。

【
帰
京
】

署
名
は
「
木
下
」。
作
文
集
「
ふ
と
こ
ろ
」
の
目
次
に
は
題
名
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
冊
子
か
ら
は
抜
き
取
ら
れ
、
別
に
な
っ
て
い
る
。
原
稿
用
紙
二
十
二
枚
で
、

14
ま
で
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
《（
四
二
、
一
、
三
〇
）》
と
紫
鉛

筆
で
書
き
込
み
が
あ
る
。「
望
野
」
第
二
十
八
号
に
出
し
た
も
の
か
。
志
賀
直
哉

と
木
下
利
玄
が
湯
河
原
の
中
西
屋
か
ら
門
川
・
小
田
原
を
経
て
帰
京
し
た
時
の
様
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子
を
描
い
た
作
品
。

【
訪
れ
（
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
）】

署
名
は「
木
下
、」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
最
後
に《
四
二
、
二
、
六
、
昼
十
二
時
。》

と
あ
る
。「
望
野
」
第
二
十
九
号
に
出
し
た
も
の
か
。
翼
の
生
え
た
小
さ
な
女
が

室
内
へ
舞
い
込
ん
で
き
た
こ
と
を
描
い
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
作
品
の
翻
訳
。

【
淡
路
守
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
四
代
前
の
先
祖
で
あ
る
中
国
地
方
の
大

名
・
淡
路
守
利
照
は
、
三
十
代
の
壮
年
で
学
問
を
奨
励
し
殖
産
興
業
に
も
心
を
尽

く
し
た
。
あ
る
年
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に
上
る
時
、
大
井
川
が
川
止
め
に
な
っ
た

た
め
、
利
照
は
愛
妾
を
宿
に
呼
び
酒
を
飲
む
。
こ
れ
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
お
伴

頭
は
切
腹
し
、
幕
府
は
利
照
を
お
国
替
に
し
た
と
い
う
小
品
。

【
頭
巾
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
車
中
で
目
撃
し
た
、
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た

赤
児
を
背
負
い
、
十
四
歳
く
ら
い
の
子
を
連
れ
た
貧
し
げ
な
三
十
歳
あ
ま
り
の
女

性
の
ス
ケ
ッ
チ
。

【
雨
も
よ
ひ
】

署
名
は
「
木
下
。」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
最
後
に
横
書
き
で
《（09.2.18.
）》
と

日
付
が
書
か
れ
、《
英
語
と
独
語
の
語
学
試
験
が
近
づ
い
た
か
ら
二
三
号
の
間
は

責
ふ
さ
ぎ
だ
け
出
す
事
に
し
ま
す
。》
と
あ
る
。「
望
野
」
第
三
十
一
号
に
出
し
た

も
の
か
。
Ｈ
氏
の
案
内
で
西
陣
・
下
鴨
・
美
濃
吉
・
都
踊
に
行
っ
た
こ
と
を
描
い

た
も
の
で
、
公
刊
「
白
樺
」
第
二
巻
第
七
号
（
Ｍ
44
・
７
）
に
『
雨
』
の
総
題
の

下
、「
雨
も
よ
ひ
」
と
し
て
発
表
し
た
。

【
同
情
】

表
題
の
左
に
、《（
同
情
と
云
ふ
の
が
詩
の
題
な
り
）》
と
書
い
て
あ
る
。
署
名

は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
最
後
に
《
09
．
２
．
26
．》
と
あ
る
。「
望
野
」

第
三
十
二
号
に
出
し
た
も
の
か
。
エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
の
詩
の
翻
訳
。

【
接
吻
】

署
名
は「
木
下
。」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
最
後
に《
09
．
３
．
１
．》と
あ
る
。「
望

野
」
第
三
十
三
号
に
出
し
た
も
の
か
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
に
酔
う
虻
の
よ
う
に
、

歓
楽
に
酔
う
二
人
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
に
入
っ
て
死
に
た
い
と
の
思
い
を
描
い

た
も
の
。

【
矢
と
歌
（
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ
ー
）】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
一
枚
。
最
後
に
《
09
．
３
．
１
．》
と
あ
る
。「
望

野
」
第
三
十
三
号
に
出
し
た
も
の
か
。
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ
ー
の
詩
の
翻
訳
。

【
鳩
（
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
）】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
最
後
に
《
13
．
３
．
1909
．》
と
あ
る
。「
望

野
」
第
三
十
四
号
に
出
し
た
も
の
か
。
暴
風
雨
の
中
、
友
を
探
し
た
鳩
を
描
い
た

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
作
品
の
翻
訳
。

【Tulipano.

】

署
名
は
「
木
下
。」。
表
題
の
横
に
、《（
散
文
詩
）》
と
鉛
筆
で
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
。
最
後
に
《
09
．
３
．
１
．》
と
あ
る
。「
望
野
」
第
三
十

三
号
に
出
し
た
も
の
か
。
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
よ
う
な
女
が
恋
の
恨
み
で
死
に
、
女

を
葬
っ
た
上
に
咲
い
た
深
紅
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
露
を
飲
ん
だ
者
は
次
々
に

死
ん
だ
、
若
い
男
が
死
ぬ
が
連
れ
の
女
が
吸
う
前
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
露
を
こ
ぼ

し
た
、
と
い
う
も
の
。
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【
物
言
は
ぬ
本
】

署
名
は
「
小
青
」。
表
題
の
横
に
《A

ndersen

の
（Pictures of T

ravel

の

一
節
）》
と
あ
る
。
原
稿
用
紙
四
枚
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
の
翻
訳
。

【
小説

見
物
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
六
枚
。
久
々
に
上
京
し
て
《
自
分
》
の
家
に
逗

留
中
の
荒
木
老
人
を
連
れ
て
上
野
浅
草
見
物
に
出
か
け
る
が
活
動
写
真
の
所
で
は

ぐ
れ
て
し
ま
い
、
見
つ
か
ら
ぬ
ま
ま
家
に
帰
る
と
荒
木
老
人
は
す
で
に
帰
宅
し
て

い
た
、
と
い
う
小
品
。
加
筆
し
て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
四
号
（
Ｍ
43
・
７
）

に
発
表
し
た
。

【
憧あ
こ
が
れ憬
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
一
枚
。
新
緑
の
頃
に
な
る
と
、
憧
憬
心
地
が
強

く
な
る
、
強
い
沈
丁
花
の
薫
を
嗅
ぐ
と
人
が
恋
し
く
な
る
と
い
う
心
境
を
描
い
た

も
の
。

【
小説

襖ふ
す
ま】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、「
第
三
章　

素

材
の
や
り
と
り
」
で
述
べ
る
。

【
続
鳰
鳥
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
五
枚
。
第
一
集
「
宿
」
に
綴
じ
ら
れ
た
『
鳰
鳥
』

『
鳰
鳥
（
つ
ゞ
き
）』
の
続
編
で
完
結
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

水
利
争
い
が
隣
村
の
村
長
の
仲
裁
で
和
睦
と
な
り
、
祝
の
夜
、
お
は
ま
と
逸
三

郎
は
結
ば
れ
る
。
お
は
ま
の
父
も
結
婚
を
許
し
た
。
七
月
七
日
過
ぎ
、
二
人
が
舟

で
笹
沼
の
真
菰
を
刈
っ
て
い
る
と
筑
波
山
か
ら
雲
が
わ
い
て
激
し
い
夕
立
と
な
り
、

雷
に
感
電
し
た
逸
三
郎
は
水
に
落
ち
、
助
け
よ
う
と
水
に
入
っ
た
お
は
ま
は
泳
げ

な
か
っ
た
。
逸
三
郎
は
二
十
二
歳
、
お
は
ま
は
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。《
自

分
》
は
滑
川
さ
ん
の
家
を
辞
し
、
二
人
の
亡
骸
と
熱
烈
な
恋
を
呑
ん
だ
笹
沼
に
鳰

鳥
の
鳴
く
の
を
聞
き
、
二
人
の
霊
が
鳰
鳥
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
以
上

の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

【
芥
子
と
鳩
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
あ
る
花
壇
に
咲
い
た
白
い
芥
子
と
赤
い

芥
子
が
相
手
の
美
し
さ
を
妬
む
。
飛
ん
で
き
た
鳩
は
両
方
の
美
し
さ
を
讃
美
す
る

歌
を
歌
う
が
、
芥
子
は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
か
け
、
鳩
は
困
惑
す
る
。
赤
い
芥
子
は

お
嬢
様
に
切
ら
れ
、
白
い
芥
子
も
雨
に
打
た
れ
て
散
っ
て
し
ま
う
。
翌
朝
、
飛
ん

で
き
た
鳩
は
悲
し
み
の
歌
を
歌
う
と
い
う
も
の
。

【
雨
の
や
み
際
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
若
干
修
正
し
て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
二

巻
第
七
号
（
Ｍ
44
・
７
）
に
『
雨
』
の
総
題
の
下
、「
雨
の
や
み
際
」
と
し
て
発

表
し
た
。
そ
の
際
、
末
尾
に
《（
明
治
四
十
二
年
五
月
稿
）》
と
記
さ
れ
た
。
執
筆

時
期
か
ら
考
え
て
、「
初
袷
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
学
の
講
義
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
雨
の
中
、
越
前
堀
の
水
難
救
助
会
へ
行
く
ま
で
の
ス
ケ
ッ
チ
で

あ
る
。

【
夢
】署

名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
最
後
に
《（
五
月
二
十
日
明
方
見
る
）》

と
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
五
月
十
九
日
の
木
下
利
玄
日
記（

（
（

に
、《
初
袷
二
号
を
と

ぢ
た
。》
と
あ
る
の
で
、「
初
袷
」
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
か
。
志
賀
・
細
川

と
小
笠
原
あ
た
り
の
島
に
旅
行
し
た
り
、
鎌
倉
の
海
に
大
村
兵
部
太
夫
の
銅
像
が

立
っ
て
い
た
り
、
市
村
羽
左
ヱ
門
が
出
て
き
た
り
す
る
夢
と
、
そ
の
夢
を
見
た
原

因
を
書
い
た
も
の
。
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【
薔
薇
と
虻
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
花
壇
に
来
た
虻
は
、
薔
薇
の
花
の
蜜
を

吸
っ
て
眠
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
娘
は
薔
薇
以
外
の
花
を
つ
ん
で
出
か
け
た
。

薔
薇
が
大
変
怒
っ
た
の
で
、
虻
は
お
詫
び
に
他
の
花
の
匂
い
を
吸
い
取
っ
て
薔
薇

の
花
に
移
し
た
の
で
、
薔
薇
だ
け
が
い
い
匂
い
を
放
つ
よ
う
に
な
り
、
娘
は
薔
薇

だ
け
を
つ
ん
で
恋
人
と
会
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

【
序
】署

名
は
「
小
青
」。
右
上
に
紫
鉛
筆
で
《
初
袷
五
号
》
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

原
稿
用
紙
一
枚
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『A

 Picture book w
ithout pictures

』

を
全
部
翻
訳
し
た
い
が
、
初
め
の
方
は
す
で
に
人
が
や
っ
て
い
る
の
で
、
第
三
十

晩
か
ら
順
に
最
初
の
晩
の
方
へ
及
び
た
い
と
述
べ
た
も
の
。

【
第
三
十
夜
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
二
枚
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
絵
の
な
い
絵
本
』
の
翻
訳
。

熊
と
兵
隊
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
子
供
た
ち
の
話
。

【
第
二
十
九
夜
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
二
枚
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
絵
の
な
い
絵
本
』
の
翻
訳
。

馭
者
が
馬
を
休
ま
せ
る
旅
籠
の
様
子
。

【
第
二
十
八
夜
】

署
名
は
な
し
。
原
稿
用
紙
二
枚
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
絵
の
な
い
絵
本
』
の
翻
訳
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
古
い
精
舎
に
眠
る
過
去
の
王
の
様
子
。

【
第
二
十
七
夜
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
絵
の
な
い
絵
本
』
の

翻
訳
。
大
海
原
を
南
方
へ
飛
ん
で
い
く
白
鳥
の
群
の
中
の
疲
れ
果
て
た
一
羽
が
水

面
で
休
ん
で
、
ま
た
飛
び
立
つ
様
子
。

【
梅
雨
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
七
枚
。
梅
雨
の
夜
、
Ｋ
君
と
一
緒
に
Ｓ
君
の
家

を
訪
問
し
た
こ
と
、
Ｓ
君
の
赤
児
の
様
子
、
帰
途
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。

【
上
野
国
四
万
温
泉
よ
り
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
三
枚
。
木
下
利
玄
が
、
細
川
・
徳
川
・
裏
松
・

加
藤
・
斎
藤
と
六
人
で
四
万
温
泉
に
着
く
ま
で
の
様
子
を
描
い
た
便
り
で
、
最
後

に
《
六
月
二
十
四
日
夜　
　

上
野
四
万
温
泉
田
村
に
て　

小
青
》
と
あ
り
、《
実

篤
兄
》
と
宛
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

【
草
津
温
泉
よ
り
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
雨
の
中
、
草
津
に
着
く
ま
で
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
、
最
後
に《
六
月
二
十
五
日　
　

上
野
草
津
温
泉
に
て　
　

木
下
》

と
あ
る
。

【
信
州
渋
温
泉
よ
り
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
七
枚
。
渋
温
泉
に
行
く
ま
で
の
様
子
を
描
い
た

も
の
。

【
六
月
二
十
七
日
渋
よ
り
帰
京
】

署
名
は
「
木
下
」。
原
稿
用
紙
四
枚
。
帰
京
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。

な
お
、
目
次
に
は
な
く
綴
じ
ら
れ
て
も
い
な
い
が
、
こ
の
第
二
集
に
は
次
の
作

品
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
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【
雨
物
語　

㈠
山
道
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
二
枚
。
雨
の
中
、
木
曽
福
島
か
ら
黒
沢
ま
で
六

人
で
歩
い
て
行
っ
た
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
節　

第
三
集
「
女
の
人
」
に
綴
じ
ら
れ
た
作
品
群

第
三
集
「
女
の
人
」
は
表
紙
に
、「
女
の
人
」
と
表
題
が
書
か
れ
、
署
名
は
な
い
。

二
十
四
字
×
二
十
行
の
東
京
相
馬
屋
製
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
書
。
最
初
に
目
次
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

【
女
の
人
】

署
名
は
「
木
下
」。
表
題
は
、『
憧あ
こ
が
れ憬
』
と
書
い
て
消
し
、
上
部
に
『
女
の
人
』

と
書
い
て
い
る
。
原
稿
用
紙
四
枚
。
最
後
に
《（
四
十
二
年
四
月
十
八
日
）》
と
あ

る
。
目
次
で
は
、
こ
の
作
品
は
《（
麦
第
十
二
号
投
稿
）》
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
麦
」

第
十
三
号
批
評
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
麦
」
第
十
三
号
に
出

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

招
魂
社
の
祭
で
一
度
、
夢
で
一
度
会
っ
た
女
の
人
へ
の
憧
憬
を
描
い
た
も
の
で
、

前
半
と
後
半
を
入
れ
替
え
大
幅
に
書
き
直
し
て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
五
号

（
Ｍ
43
・
８
）
に
発
表
し
た
。

【
水
晶
房
】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
水
晶
房
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
墨
で
書
か
れ
て

い
る
。《
白
樺
一
、》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌
「
白
樺
」

第
一
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
は
『T

he Crystal Cabinet

』
と
い
う
表
題
と
「
木
下
」
の
署

名
が
あ
る
。
最
後
に
《（W

illiam
 Blake

）》
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
レ
イ
ク
の

詩
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
。

【
第
二
十
五
夜
】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
第
二
十
五
夜
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
墨
で
書
か

れ
て
い
る
。《
白
樺
一
、》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌
「
白

樺
」
第
一
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
第
二
十
五
夜
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
あ
る
。
原
稿

用
紙
一
枚
。
第
二
集
「
ふ
と
こ
ろ
」
に
綴
じ
ら
れ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
絵
の
な

い
絵
本
』
の
翻
訳
の
続
き
で
、
煙
突
か
ら
出
て
く
る
煙
突
掃
除
の
少
年
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。

【
霧
の
朝
】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
霧
の
朝
』
の
表
題
と
「
キ
ノ
シ
タ
」
の
署
名
が
墨
で
書
か

れ
て
い
る
。《
白
樺
壹
》と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌「
白
樺
」

第
一
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
は
最
初
、『
小お

田だ

原は
ら

提ち
や
う

灯ち
ん

』
と
い
う
表
題
と
「
雨
村
」「
小
青
」

と
い
う
署
名
が
あ
っ
た
が
、
墨
で
『
小お

田だ

原は
ら

提ち
や
う

灯ち
ん

』
と
「
雨
村
」
を
消
し
、
左

に
『
キ
リ
ノ
ア
サ
』
と
記
し
て
い
る
。
原
稿
用
紙
七
枚
。

八
月
十
一
日
の
朝
、
志
賀
一
行
と
と
も
に
、
霧
の
中
、
芦
の
湯
の
紀
伊
國
屋
か

ら
下
山
し
、
小
田
原
で
志
賀
一
行
と
別
れ
て
田
中
雨
村
を
訪
問
す
る
様
子
を
描
い

た
も
の
で
、
前
半
に
手
を
加
え
、
後
半
は
カ
ッ
ト
し
て
、
公
刊
「
白
樺
」
第
二
巻

第
一
号
（
Ｍ
44
・
１
）
に
『
山
』
の
総
題
の
下
、「
霧
の
朝
」
と
し
て
発
表
し
た
。

【
小説

顔
の
創き
づ

】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
小説

顔
の
創き
づ

』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
墨
で
書
か
れ
て

い
る
。《
白
樺
二
、》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌
「
白
樺
」

第
二
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
顔
の
創
（
小
説
）』
と
い
う
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
あ
る
。

原
稿
用
紙
六
枚
。

二
月
の
末
、
富
田
さ
ん
が
、
目
の
上
と
口
の
縁
に
絆
創
膏
を
貼
っ
て
家
に
来
た
。
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嘗
て
岡
山
の
女
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
富
田
さ
ん
は
教
科
書
事
件
で
有
罪
に
な

り
、
妻
は
自
殺
し
た
。
出
獄
後
、
富
田
さ
ん
は
足
か
け
五
年
満
州
に
い
た
が
、
昨

年
の
暮
れ
、
東
京
に
戻
っ
て
き
た
。
信
州
の
牧
場
を
監
督
し
て
い
る
友
人
に
誘
わ

れ
て
出
か
け
、
帰
り
に
馬
か
ら
落
ち
て
怪
我
を
し
た
の
だ
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

【
雨
後
の
月
夜
】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
雨
後
の
月
夜
』
の
表
題
と
「
小
青
」
の
署
名
が
墨
で
書
か

れ
て
い
る
。《
白
樺
三
》と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌「
白
樺
」

第
三
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
雨
後
の
月
夜
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
あ
る
。
原
稿

用
紙
四
枚
。
雨
が
止
ん
だ
後
の
秋
の
庭
や
近
所
の
景
色
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

【
紐
（
短
歌
）】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
紐
（
短
歌
）』
の
表
題
と
「
木
下
小
青
」
の
署
名
が
墨
で
書

か
れ
て
い
る
。《
白
樺
４
、》と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌「
白

樺
」
第
四
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
紐
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
あ
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
。

短
歌
十
三
首
。
一
部
の
短
歌
は
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
一
号
（
Ｍ
43
・
４
）

に
発
表
さ
れ
た
。

【
橋
本
屋
】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
橋
本
屋
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
墨
で
書
か
れ
て

い
る
。《
白
樺
４
、》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌
「
白
樺
」

第
四
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
橋
本
屋
』
の
表
題
と
「
小
青
」
の
署
名
が
あ
る
。
最
初
の
「
八

月
十
四
日
」
と
い
う
章
は
原
稿
用
紙
六
枚
。
雨
村
の
家
族
に
送
ら
れ
、
小
田
原
か

ら
湯
本
行
の
電
車
に
乗
り
、
箱
根
の
橋
本
屋
に
つ
く
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

次
の
「
八
月
十
五
日
。」
は
原
稿
用
紙
九
枚
。
宿
の
一
日
の
ス
ケ
ッ
チ
。

最
後
の
「
八
月
十
六
日
」
は
原
稿
用
紙
七
枚
。
宿
の
一
日
の
ス
ケ
ッ
チ
。
こ
の

「
八
月
十
六
日
」
に
少
し
手
を
加
え
、
公
刊
「
白
樺
」
第
二
巻
第
一
号
（
Ｍ
44
・
１
）

に
『
山
』
の
総
題
の
下
、「
八
月
十
六
日
」
と
し
て
発
表
し
た
。

【
図
書
館
】

扉
が
つ
け
ら
れ
、『
図
書
館
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
墨
で
書
か
れ
て

い
る
。《
白
樺
５
》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌
「
白
樺
」

第
五
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
図
書
館
』
の
表
題
と
「
木
下
」
の
署
名
が
あ
る
。
原
稿
用
紙

二
枚
。
図
書
館
の
ス
ケ
ッ
チ
で
、
小
僧
が
冬
服
に
か
わ
っ
た
こ
と
を
描
き
、
最
後

に
《
思
へ
ば
今
日
は
十
月
一
日
で
あ
つ
た
。》
と
ま
と
め
て
い
る
。

【
帯
】扉

が
つ
け
ら
れ
、『
帯
』の
表
題
と「
小
青
」の
署
名
が
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。《
白

樺
９
》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
回
覧
雑
誌
「
白
樺
」
第
九
号
に
出

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
文
冒
頭
に
は
『
帯
』
の
表
題
の
み
書
か
れ
、
署
名
は
な
い
。
原
稿
用
紙
三
枚
。

短
歌
十
五
首
。
一
部
の
短
歌
は
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
一
号
（
Ｍ
43
・
４
）

に
発
表
さ
れ
た
。

【
新
富
座
の
は
ね
た
の
ハ
十
一
時
だ
つ
た
。】

扉
に
『
新
富
座
の
は
ね
た
の
ハ
十
一
時
だ
つ
た
。』
の
表
題
と
「
小
青
」
の
署

名
が
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。《
白
樺
10
》
と
紫
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、

回
覧
雑
誌
「
白
樺
」
第
十
号
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
本
文
は
な
く
、
目

次
で
も
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

【
断
線
】

署
名
は
「
小
青
」。
原
稿
用
紙
八
枚
。
最
後
に
《（
42
、
12
、
11
）》
と
あ
る
。
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武
者
小
路
の
家
か
ら
の
帰
途
、
電
車
が
断
線
事
故
に
遭
い
、
線
路
に
下
り
た
人
が

二
人
死
ん
だ
と
い
う
体
験
を
描
い
た
も
の
。

【
袖
】扉

が
つ
け
ら
れ
、『
袖
』
の
表
題
と
「
小
青
」
の
署
名
が
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。

本
文
冒
頭
に
も
『
袖
』
の
表
題
と
「
小
青
」
の
署
名
が
あ
る
。
原
稿
用
紙
二
枚
。

短
歌
十
三
首
。
一
部
の
短
歌
は
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
一
号
（
Ｍ
43
・
４
）

に
発
表
さ
れ
た
。

な
お
、
第
三
集
「
女
の
人
」
の
最
後
に
は
、
公
刊
「
白
樺
」
第
一
巻
第
一
号
（
Ｍ

43
・
４
）
に
発
表
さ
れ
た
木
下
利
玄
の
『
紐
』
の
原
稿
五
枚
も
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章　

素
材
の
や
り
と
り

十
四
日
会
に
木
下
利
玄
が
出
し
た
小
説
『
万
霊
塔
』
が
、
も
と
も
と
は
志
賀
直

哉
が
考
え
た
素
材
を
木
下
利
玄
に
譲
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
志
賀
直
哉
自
身
、『
木
下
利
玄
』（
Ｔ
13
・
４
「
日
光
」）
で
《「
万
霊
塔
」
と

い
ふ
、
こ
れ
は
想
は
私
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
手
に
合
は
ず
、
精
し
く
話
し
て
、

そ
れ
を
木
下
が
書
い
た
。》
と
回
想
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
第
二
章
で
紹
介
し

た
『
月
見
草
』
も
木
下
利
玄
の
考
え
て
い
た
筋
を
武
者
小
路
実
篤
と
の
合
作
で
仕

上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
素
材
の
や
り
と
り
が
、
他
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
今
回
の
調
査
で
分

か
っ
た
の
で
、
次
に
報
告
し
た
い
と
思
う
。

第
一
節
『
善
悪
柿
太
郎
』

十
四
日
会
以
前
の
も
の
だ
が
、
ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
が
、『
善
悪
柿
太
郎
』

で
あ
る
。
木
下
利
玄
の
特
別
資
料
の
中
に
は
、『
善
悪
柿
太
郎
』
と
い
う
作
品
の

冒
頭
部
分
が
あ
る
。
署
名
は
「
は
る
さ
む
」。
二
十
五
字
×
二
十
行
の
輔
仁
会
編

纂
部
用
原
稿
用
紙
一
枚
に
墨
書
で
あ
る
。
ま
ず
全
文
を
紹
介
す
る
。

《
む
か
し
某
村
に
翁
と
嫗
住
み
て
何
不
自
由
な
く
暮
し
け
る
が
一
人
の
子
だ

に
な
か
り
け
れ
バ
い
と
わ
び
し
く
思
ひ
て
こ
の
村
よ
り
程
遠
か
ら
ぬ
俵
山
の

大
黒
天
に
百
日
の
願
か
け
て
始
ハ
只
「
一
人
の
子
を
賜
へ
」
と
の
み
な
り
し

が
後
に
は
も
ど
か
し
が
り
て
「
か
た
は
に
て
よ
き
ま
ゝ
に
何
卒
一
人
の
子
を

賜
へ
か
し
」
と
心
こ
め
て
祈
り
け
り

さ
て
今
日
ハ
愈
百
日
目
の
結
願
と
云
ふ
日
な
れ
バ
翁
嫗
ハ
気
も
い
そ
〳
〵
夕

ぐ
れ
ま
ち
て
常
の
如
く
俵
山
へ
詣
で
ぬ
、

頃
し
も
秋
の
末
つ
方
な
れ
バ
》

こ
れ
を
書
き
直
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
善
悪
両
面

柿
太
郎
物
語
』
で
、
署
名
は
「
里

杲
」。
二
十
五
字
×
二
十
行
の
輔
仁
会
編
纂
部
用
原
稿
用
紙
一
枚
に
墨
書
で
あ
る
。

《
今
は
昔
某
の
国
某
村
に
孫
右
衛
門
と
い
ふ
者
あ
り
妻
ハ　
　
【
注
・
二
字
分

空
白
】
と
云
ひ
て
僅
か
の
田
畑
に
て
か
つ
〳
〵
の
暮
な
り
し
が
夫
婦
睦
ま
じ

き
を
喜
び
て
さ
の
み
富
貴
を
も
羨
ま
ざ
り
き
さ
れ
ど
五
十
路
の
今
に
至
り
一

子
の
な
き
を
悲
み
二
人
云
ひ
合
せ
て
こ
の
村
は
づ
れ
な
る
俵
山
の
大
黒
天
に

三
七
日
の
立
願
な
し
始
は
只
一
子
を
も
う
け
さ
せ
た
び
給
へ
と
の
み
な
り
し

が
後
に
は
よ
し
不
具
な
り
と
も
一
子
を
と
ぞ
祈
り
け
る

さ
て
結
願
と
云
ふ
日
の
夕
夫
婦
は
例
の
如
く
俵
山
に
ぞ
詣
で
け
る

折
し
も
秋
の
事
な
れ
バ
つ
る
べ
堕
し
と
云
ふ
日
影
西
に
臼
れ
て
》

こ
れ
ら
は
書
き
出
し
だ
け
し
か
な
い
が
、
実
は
、
こ
の
題
材
は
も
と
も
と
志
賀

直
哉
の
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
七
年
二
月
一
日
の
志
賀
日
記
に
《
善
悪
柿
太

郎
を
生
れ
る
迄
で
書
く
。》
と
あ
り
、
三
月
二
十
九
日
の
志
賀
日
記
に
は
《
午
后

木
下
来
り
し
が
復
習
を
や
め
七
時
半
頃
迄
で
話
し
善
悪
柿
太
郎
の
種
を
や
る
、》

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
志
賀
直
哉
が
書
こ
う
と
し
て
挫
折
し
た
小
説
の
種
を
木
下

利
玄
に
与
え
た
わ
け
だ
が
、
木
下
利
玄
も
仕
上
げ
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
、

「
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
に
も
、
こ
の
作
品
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
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第
二
節
「
清
兵
衛
」

で
は
、
木
下
利
玄
の
持
っ
て
い
た
素
材
を
志
賀
直
哉
が
貰
っ
た
こ
と
は
あ
る
の

か
。木

下
利
玄
の
特
別
資
料
の
中
に
、『
清
兵
衛
』
と
い
う
断
片
が
あ
る
。
署
名
は

な
い
が
木
下
利
玄
の
筆
跡
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
四
字
×
二
十
行
の
東
京
相
馬

屋
製
原
稿
用
紙
一
枚
に
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

冒
頭
は
、《
清
兵
衛
は
伊
豆
の
岩
村
の
漁
師
の
子
で
あ
る
。》
と
書
か
れ
、
抹
消

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
を
翻
刻
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

《 

年
末
で
小
供
た
ち
の
学
校
は
休
で
あ
つ
た
。
お
時
は
戸
外
か
ら
帰
つ
て
来

て
「
お
つ
母
、
お
正
月
に
穿
く
の
だ
か
ら
下
駄
が
ほ
し
い
」
と
申
し
出
た
。

お
時
は
友
達
が
春
を
迎
へ
る
支
度
に
つ
い
て
話
す
の
を
き
い
て
自
分
も
新
し

い
下
駄
が
は
い
て
見
た
か
つ
た
。

お
時
の
母
は
そ
の
前
に
お
時
か
ら
誰
さ
ん
も
持
つ
て
る
し
彼
さ
ん
も
持
つ

て
る
か
ら
ゴ
ム
毬ま
り

を
買
つ
て
呉
れ
と
せ
が
ま
れ
た
時
自
分
が
今
に
古
綿
を

か
ゞ
つ
て
作
つ
て
や
ら
う
と
云
つ
て
そ
の
儘
さ
せ
た
事
が
あ
る
の
で
此
の
願

は
さ
う
無
下
に
斥
け
る
訳
に
は
行
か
な
か
つ
た
。》

抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、《
お
時
》
の
名
前
が
最
初
に
出
て
く
る
所
で
は
、《
十
に

な
る
》
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、《
戸
外
か
ら
帰
つ
て
来
て
》
の
前
に

お
時
が
遊
ん
で
居
た
相
手
と
し
て
、《
庄
吉
（
弟
）
や
お
六
（
妹
）》
の
名
前
が
一

旦
は
書
か
れ
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
断
片
は
、
新
『
志
賀
直
哉
全
集
』
に
未
定
稿
108
『
小説

清
兵
衛
（
梗
概
）』
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
『
真
鶴
』
の
原
型
の
冒
頭
部
分
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
、
志
賀
直
哉
の
未
定
稿
108
『
小説

清
兵
衛
（
梗
概
）』
の
始
ま
り
を
引
用

し
て
お
く
。

《 

清
兵
衛
は
岩
村
の
漁
夫
の
長
男
で
あ
る
、
三
年
程
前
に
根
府
川
の
尋
常
小

学
校
を
卒
業
し
て
今
は
時
々
親
ぢ
と
共
に
海
の
仕
事
に
も
出
て
ゐ
た
。

彼
に
は
十
に
な
る
妹
と
、
八
つ
に
な
る
弟
と
、
五
つ
に
な
る
妹
と
が
あ
つ

た
、
上
の
二
人
は
今
彼
の
い
つ
て
ゐ
た
小
学
校
へ
通
つ
て
ゐ
る
、

年
末
に
な
つ
た
。
休
で
妹
や
弟
は
朝
か
ら
家
で
、
遊
む
で
ゐ
る
、
或
る
日

の
事
、
上
の
妹
の
お
時
が
、「
ゴ
ム
マ
リ
が
欲
し
い
」
と
い
ひ
だ
し
た
。「
誰

れ
も
持
つ
て
る
し
彼
も
持
つ
て
る
か
ら
買
つ
て
く
れ
」
と
切
り
に
母
に
せ
が

む
、
母
は
古
綿
を
か
ゞ
つ
て
、
自
分
が
作
つ
て
や
ら
う
と
い
ふ
。
お
時
の
申

し
出
し
は
ト
ウ
〳
〵
泣
ね
入
り
に
な
つ
て
了
つ
た
。
其
後
お
時
は
、
又
別
の

申
し
出
し
を
し
た
。
そ
れ
は
お
正
月
に
ハ
ク
の
だ
か
ら
赤
い
鼻
緒
の
日ひ

和よ
り

下

駄
を
買
つ
て
く
れ
と
い
ふ
事
だ
。
此こ
の

事
は
母
の
方
が
遂
に
負
け
て
、
母
か
ら

親
ぢ
に
其
事
を
い
ふ
事
に
し
た
。
親
ぢ
は
直
ぐ
承
知
し
て
、「
そ
ん
な
ら
清

兵
衛
の
も
、
庄
吉
の
も
、
お
六
の
も
一
緒
に
買
へ
」
と
い
つ
て
、
五
十
銭
銀

貨
を
一
枚
投
げ
出
し
た
。》

こ
ち
ら
の
『
小説

清
兵
衛
（
梗
概
）』
に
は
「
志
賀
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
の
で
、

志
賀
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
小説

清
兵
衛
（
梗
概
）』

末
尾
に
は
《（
四
二
、
十
二
月
廿
二
日
。）　

於
湯
河
原
。》
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

四
十
一
年
の
書
き
間
違
い
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
志
賀
の
『
小説

清
兵
衛
（
梗
概
）』
は
、
志
賀
家
か
ら
で
は
な

く
木
下
利
玄
が
残
し
た
回
覧
雑
誌
関
係
の
資
料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
も

し
か
し
た
ら
、
志
賀
は
、
木
下
利
玄
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
一
旦
は
自
分
で
先
ま
で
展

開
さ
せ
な
が
ら
も
、
木
下
利
玄
に
返
そ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

明
治
四
十
二
年
一
月
三
十
日
に
木
下
利
玄
が
書
い
た
『
帰
京
』
と
い
う
作
品
は
、

木
下
利
玄
が
志
賀
直
哉
と
二
人
で
湯
河
原
か
ら
帰
京
す
る
様
子
を
描
い
た
も
の
だ

が
、
小
田
原
ま
で
歩
く
途
中
の
茶
店
で
、《
小
説
清
兵
エ
の
材
料
》
の
た
め
に
岩

村
や
小
学
校
の
こ
と
を
取
材
す
る
志
賀
の
姿
を
描
い
て
《
材
料
の
運
用
の
う
ま
い

の
に
は
実
に
敬
服
し
た
》
と
コ
メ
ン
ト
し
た
り
、《
是
か
ら
の
道
は
小
説
「
清
兵
エ
」

に
あ
る
道
だ
、
清
兵
エ
が
法
界
節
の
女
を
思
ひ
な
が
ら
、
日
暮
弟
を
つ
れ
て
帰
る
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道
だ
、》
と
し
て
、
志
賀
を
清
兵
衛
、
自
分
を
弟
の
庄
吉
に
擬
え
て
い
る
。
早
川

の
長
橋
で
休
ん
だ
こ
と
を
書
い
た
時
に
も
《
茲
ハ
清
兵
衛
が
弟
と
弁
当
を
つ
か
つ

た
所
だ
。
早
川
の
水
は
清
兵
エ
が
弁
当
を
つ
ゝ
ん
だ
竹
の
皮
を
棄
て
た
昔
も
今
日

も
変
ら
ず
》
云
々
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
志
賀
直
哉
の
『
小説

清

兵
衛
（
梗
概
）』
を
読
ん
だ
だ
け
に
し
て
は
、
言
及
が
些
か
多
い
気
が
す
る
。
も

と
も
と
木
下
利
玄
の
考
え
た
素
材
で
あ
り
、
そ
れ
を
志
賀
が
梗
概
と
し
て
ま
と
め

て
く
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
直
後
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
思
い
入
れ

の
あ
る
コ
メ
ン
ト
が
何
度
も
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節
「
襖
」

も
う
一
つ
、
志
賀
直
哉
と
木
下
利
玄
と
の
間
の
素
材
の
や
り
と
り
を
う
か
が
わ

せ
る
作
品
が
あ
る
。
第
二
集
「
ふ
と
こ
ろ
」
に
綴
じ
ら
れ
た
『
襖
』
で
あ
る
。
こ

の
作
品
の
素
材
は
、
志
賀
直
哉
の
『
襖
』（
Ｍ
44
・
10
「
白
樺
」）
と
よ
く
似
て
い

る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
次
に
全
文
を
紹
介
す
る
。

《　
　
　
小説

襖ふ
す
ま 

�

木
下

暮
か
ら
正
月
へ
か
け
て
の
休
み
に
、
読
み
た
い
本
を
四
五
冊
持
つ
て
湯
河

原
に
行
つ
た
。
中
西
屋
で
日
あ
た
り
の
い
ゝ
室
を
と
云
つ
て
、
南
向
の
二
階

の
一
室
に
案
内
さ
れ
た
。
隣
に
は
夫
婦
に
三
四
人
子
供
が
居
て
、
十
六
七
の

子
守
ら
し
い
娘
の
姿
も
見
え
た
。

二
階
の
す
ぐ
下
が
あ
ん
ま
り
広
く
な
い
庭
に
な
つ
て
塗
池
が
揃
へ
て
あ
る
。

池
は
瓢
簞
形
に
な
つ
て
真
中
の
く
び
れ
た
処
に
飛
石
が
あ
る
。
自
分
は
物
に

倦
き
た
時
は
椽
側
に
出
て
、
此
の
池
を
見
下
す
の
が
常
で
あ
つ
た
。

此
の
池
に
は
五
六
疋
の
緋
鯉
と
一
疋
の
真
鯉
が
は
な
し
て
あ
つ
た
が
常
住

こ
の
一
疋
の
真
鯉
は
緋
鯉
の
群
か
ら
は
な
れ
て
瓢
簞
の
頭
に
あ
た
る
方
の
狭

い
処
に
沈
ん
で
居
た
。

あ
る
時
池
の
方
で
小
供
の
声
が
聞
え
る
の
で
欄
杆
に
凭
れ
て
見
下
す
と
子

供
が
二
三
人
竹
で
此
の
真
鯉
を
緋
鯉
の
方
に
追
ひ
や
ら
う
と
し
て
居
る
の
だ
。

鯉
は
竹
の
下
を
く
ゞ
つ
て
は
ツ
ヽ
と
逃
げ
て
、
よ
ど
ん
だ
塵
が
上
つ
て
濁
つ

た
水
の
中
に
影
を
か
く
し
て
仕
舞
ふ
。
そ
れ
が
す
む
と
や
つ
ぱ
り
も
と
居
た

方
に
帰
つ
て
居
た
り
し
て
中
々
小
供
の
思
ふ
や
う
に
な
ら
な
い
。

私
は
そ
れ
が
面
白
く
て
あ
か
ず
見
て
居
る
と
、
そ
の
池
の
傍
に
隣
室
の
子

守
が
赤
児
を
絆
纏
に
し
よ
つ
て
、
や
つ
ぱ
り
そ
れ
を
見
て
居
る
の
が
目
に
つ

い
た
。
午
后
の
う
す
日
が
是
等
の
人
や
物
を
照
し
て
居
る
。

見
る
と
子
守
娘
は
自
分
の
姪
の
お
鈴
さ
ん
に
そ
つ
く
り
だ
。
顔
の
ぽ
つ
と

赤
い
所
耳
が
大
き
く
て
銀
杏
返
し
の
鬢
の
上
に
出
て
る
所
迠
似
て
居
る
。
よ

く
似
た
娘
も
あ
る
も
ん
だ
と
思
つ
て
居
た
。
ト
そ
の
娘
が
此
方
を
見
上
げ
た
。

不
意
に
自
分
は
あ
ら
ぬ
風
へ
視
線
を
そ
ら
し
た
が
、
娘
の
視
線
は
未
だ
自
分

の
上
に
来
て
る
や
う
な
気
持
ち
が
し
た
。

視
線
を
再
び
塗
池
に
帰
し
た
時
子
守
は
未
だ
自
分
の
方
を
見
て
居
た
。
眼
と

眼
が
再
び
逢
つ
た
。
若
い
男
女
の
視
線
が
逢
ふ
時
恋
は
な
く
と
も
心
は
ほ
ん

の
り
と
な
る
事
が
夛
い
。
自
分
は
立
つ
て
室
に
入
つ
た
。

そ
の
晩
は
い
つ
に
な
く
暖
い
夜
で
あ
つ
た
。
自
分
は
机
に
向
つ
て
居
た
。
隣

で
は
九
時
を
う
つ
と
、
皆
床
に
つ
い
た
ら
し
く
電
気
を
消
し
た
の
で
欄
間
の

向
が
暗
く
な
つ
た
。

自
分
は
十
時
半
頃
迠
起
き
て
居
た
。
十
時
半
に
呼
鈴
を
な
ら
し
て
女
中
に
床

を
命
じ
て
置
い
て
湯
殿
に
下
り
た
。
湯
は
ぬ
る
か
つ
た
。
向
ふ
の
宿
の
二
階

で
な
ま
け
た
や
う
な
三
味
線
の
音
が
聞
え
て
居
た
。

室
に
帰
つ
て
、
電
気
を
消
し
て
床
に
入
る
と
、
谷
川
の
音
は
、
眠
を
催
す
子

守
唄
の
や
う
に
も
の
う
く
枕
に
ひ
ゞ
い
た
。
向
ふ
の
宿
の
三
味
線
は
ボ
ツ
ン

〳
〵
と
流
の
間
を
縫
う
て
来
た
。

自
分
は
ず
ん
〳
〵
夢
の
国
の
方
へ
歩
い
て
行
つ
て
る
つ
も
り
だ
つ
た
ら
、
ふ

と
呼
び
か
へ
さ
れ
た
。
ス
ー
と
物
の
す
べ
る
音
だ
と
気
が
つ
い
た
。
考
は
瞬

時
に
馳
せ
た
。

襖
の
あ
く
音
だ
。
自
分
の
室
と
隣
の
室
は
襖
一
重
で
隔
て
ら
れ
て
居
る
。
そ
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の
襖
を
背
に
し
て
自
分
は
右
枕
に
寝
て
居
た
。

静
か
に
左
枕
に
な
つ
て
見
る
と
襖
が
半
分
あ
い
て
居
て
、
そ
の
襖
の
傍
に
寝

て
居
る
の
は
、
若
い
女
だ
と
云
ふ
事
が
、
う
す
暗
い
行
燈
の
光
で
知
れ
た
。

女
の
匂
が
プ
ン
と
し
た
。

若
い
女
は
白
い
手
を
夜
衣
の
袖
か
ら
出
し
て
、
此
方
向
き
に
、
枕
を
は
づ
し

て
居
る
。
昼
間
の
子
守
だ
つ
た
。

自
分
の
心
に
は
悔
や
時
め
く
心
が
一
時
に
き
そ
つ
た
。
は
げ
し
く
打
つ
胸
を

か
く
し
て
じ
つ
と
し
て
居
た
。
襖
は
未
だ
し
ま
ら
ぬ
。
未
だ
し
ま
ら
ぬ
。
白

い
手
が
動
い
て
襖
は
し
づ
か
に
閾し
き
ゐを
滑
つ
た
。

あ
く
る
朝
自
分
は
昨
夜
の
事
を
夢
の
や
う
に
考
へ
て
、
昨
日
昼
間
の
自
分
の

ふ
と
し
た
事
か
ら
、
若
い
女
の
そ
ゞ
ろ
心
を
、
唆そ
ゝ
のか
し
た
の
を
悪
か
つ
た
と

思
つ
て
居
た
ら
隣
で
聞
え
よ
が
し
に
昨
夜
は
此
の
襖
が
あ
い
た
や
う
だ
と
云

ふ
声
が
す
る
。

自
分
は
不
平
に
堪
へ
な
か
つ
た
。
し
か
し
だ
ま
つ
て
居
た
。

二
三
日
た
つ
た
ら
隣
の
客
は
熱
海
へ
行
つ
て
了
つ
た
。
そ
の
客
の
た
つ
た
後

に
そ
の
室
に
行
つ
（
マ
マ
）見
た
ら
床
の
間
に
鏡
台
が
あ
つ
た
、
そ
の
坦ひ
き
だ
し斗
を
開
け

て
見
た
ら
バ
三
番
目
の
に
白
粉
の
あ
い
た
壜
が
あ
つ
た
。
媚な
ま
めか
し
い
匂
が
鼻

を
打
つ
た
。

此
の
時
自
分
は
つ
く
〴
〵
お
鈴
さ
ん
が
恋
し
か
つ
た
。
お
鈴
さ
ん
は
あ
け
て

十
六
に
な
る
。
お
正
月
の
マ
ー
ガ
レ
ツ
ト
に
は
紺
の
リ
ボ
ン
を
か
け
て
居
や

う
。》

旅
館
の
隣
室
の
子
守
の
顔
が
、
好
き
な
別
の
人
物
の
顔
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の

で
主
人
公
が
し
ば
し
ば
見
つ
め
た
こ
と
、
夜
、
子
守
に
よ
っ
て
隣
室
と
の
襖
が
開

け
ら
れ
た
こ
と
、
翌
朝
、
隣
室
の
主
人
が
襖
が
開
い
た
こ
と
を
話
し
、
主
人
公
の

し
わ
ざ
だ
と
疑
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
志
賀
の
『
襖
』
と
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

志
賀
は
後
年
、『
創
作
余
談
』
で
《「
襖
」
こ
れ
も
事
実
の
幾
ら
か
潤
色
さ
れ
た

追
憶
で
、
函
根
芦
の
湯
で
の
経
験
を
数
年
後
、
季
節
は
づ
れ
の
淋
し
い
小
涌
谷
温

泉
で
憶
ひ
出
し
、
書
い
た
。》
と
語
っ
て
い
る
。

ど
こ
ま
で
が
志
賀
の
実
体
験
だ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
志
賀
の
体
験
談

を
聴
い
た
木
下
利
玄
が
、
ま
ず
作
品
化
し
、
そ
れ
を
読
ん
だ
志
賀
自
身
が
、
さ
ら

に
作
品
化
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
素
材
の
や
り
と
り
を
し
合
い
な
が
ら
、
志
賀
直
哉
も
木
下
利
玄
も
、

自
ら
の
表
現
を
工
夫
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
彼

ら
に
、
自
分
独
自
の
素
材
で
作
品
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
よ
り
も
、
ど
の
よ

う
に
書
く
か
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

木
下
利
玄
の
原
稿
類
は
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
の
特
別
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
究
に
あ
た
っ
て
、
同
志
社
女
子
大
学
の
国
内
研
究
助
成
Ｂ
を
受

け
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
神
奈
川
近
代
文
学
館
の
皆
様
、
木
下
利
玄
の
ご
遺
族
の

皆
様
、
そ
し
て
同
志
社
女
子
大
学
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

〈
注
〉

（
1
）
例
え
ば
Ｓ
56
・
１
「
文
学
」
掲
載
の
紅
野
敏
郎
「
木
下
利
玄
論
（
下
）
―
新
資
料
に

よ
る
「
白
樺
」
前
史
―
」）
で
は
、『
お
京
』
や
『
万
霊
塔
』
の
草
稿
の
他
、
回
覧
雑

誌
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
Ｓ
57
・
10
「
文
学
」
掲
載
の
紅
野
敏
郎
「
木
下
利
玄
日
記
（
新
資
料
）（
下
）
―
「
白

樺
」
前
史
―
」）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
調
布
市
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
「
白
樺
の
文
学
」
展
図
録
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
4
）
調
布
市
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
「
日
記
に
読
む
実
篤
」
展
図
録
に
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。


